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１．基準水位観測所における設定水位の考え方

リードタイム
（避難所開設等）

出典：国土交通省資料に加筆

資料－４
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２．基準水位の見直し方法について
①流下能力を整理し、危険箇所を選定する。
⇒既存ＬＰデータ等を利用

②各危険箇所の満杯流量を水位基準点において水位換算する。

③洪水浸水想定区域図でのリードタイム（避難時間等）検証
⇒市町ヒアリングによる検証

④過去の洪水から水位上昇の速度検証
⇒水位観測データによる検証

危険箇所の満杯流量想等

氾濫危険水位

避難判断水位

氾濫注意水位

①避難時間を考慮した水位設定
〔例〕 避難時間が60分の場合、

60分の水位上昇量を考慮し設定する

①

②

②避難所開設など準備時間を考慮した水位設定
〔例〕 避難準備が30分（前）の場合、

30分の水位上昇量を考慮し設定する

避難完了

避難勧告等

避難準備・高齢者等避難開始



３．基準水位設定等のスケジュール（案）
新たな水位周知河川（３河川）

【五行川、内川、旗川】
既指定

洪水予報河川・水位周知河川

2018年10月

2019年６月

市町向けアンケート調査

減災対策協議会 連絡会
【基準水位設定結果報告】

市町向けアンケート調査依頼
【２週間程度の調査期間】

栃木県水防協議会
【基準水位の公表・運用開始】

水害対応タイムライン
順次作成準備

減災対策協議会 連絡会
【基準水位設定結果報告】

洪水浸水想定区域図
【（案）作成】

洪水浸水想定区域図(案)
【市町への説明会及び意見照会】2019年１月

基準水位の見直し 洪水浸水想定区域図作成 基準水位設定

2020年４月

システム改築
順次試験運用予定

2019年10月

洪水浸水想定区域図(案)
【市町への図面データ提供】

洪水ハザードマップ
順次作成準備

市町

市町

地域防災計画、水防計画
順次更新

市町

水害対応タイムイラン
順次作成準備

市町

地域防災計画、水防計画
順次更新

市町

洪水浸水想定区域図
【指定・公表】

栃木県水防協議会
【水位周知河川指定、基準水位公表】

システム改築
順次試験運用予定

※緊急行動計画にある「リスク情報の空白地帯の解消」の方策として、国から「中小河川における簡易的な水害
リスク情報作成の手引き(H30.12）」が示されたことから、県は今後、対応方針等について検討していく。


